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第 章    計画の推進 

 

 

１ 計画の推進体制 

計画の推進にあたっては、計画の策定過程で、各分野の関係機関関係者等における

「橋本市障害者施策推進協議会」で審議しており、今後も障がい者が個人としての尊

厳にふさわしい日常生活または社会生活が営めるよう計画の推進を図ります。 

また、障がいのある人が利用するサービスは市内のみでなく近隣自治体にも及ぶた

め、橋本・伊都地域自立支援協議会を活用し、広域的な連携についても強化し、円滑

にサービスを提供できる体制の整備を促進します。 

さらに、サービス利用者の状況等を踏まえ、必要に応じて国や県に対して要望や提

言等を行います。 

 

 

 

２ 計画の進行管理 

国の基本指針を踏まえ、計画の進捗状況については、毎年「橋本市障害者施策推進

協議会」で達成状況の点検・評価を行い、必要な対策を検討します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

  

 

基本指針 
計画策定にあたっての基本的考え方及び達成すべき目標、サービ
ス提供体制に関する必要量の見込の提示 

「基本指針」に即して成果目標及び活動指標を設
定するとともに、サービスの見込量の設定やその
他確保のための方策等を策定。 

中間評価等の結果を踏ま
え、改善内容を検討。 

成果目標及び活動指標については、少なくとも１
年に１回その実績を把握し、障がい者施策や関連
施策の動向も踏まえながら、計画の中間報告とし
て分析・評価。 

計画に沿って事業を実施。 
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